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－.ロクラム理論のモテル
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尾百一:の実施計画と戸｣，．）■
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汕繪禅絢のある病院
カウンセリングや薬仙入院など、
そのひとにあった苔譲がうけられます。

包鵬的銑念ブ1ｺグラム莱恵部モデル

統合MHL教育プロウプラム開発評価研究実施計画
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東京都『中身割;【(2007年度閲始2校）

生徒プログラム

2007年度1学年‘★’＠★Ｏ★Ｏ★

保睡者プログラム。★，○・

敏且プログラム、★｜
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京京翻.中学校(２００８年度開始３校）

生鐘プログラム

2007年度1学年★’。｡★。★

２００８年度1学年★｡★Ｏ★Ｏ★

保湿石プログラム⑤★，

数口プログラム、★
ｃＣＰ■▲－－－－凸一一－二●－－－－－■￣－－－－－－－－－－－－－－エーー－１－－－－－－－－－－－－-

注２，プログラム実魔､Ｏフオローアッププログラム実施､★因査英雄(Ｏ*短綣飯プログラム）
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包括的統合プログラムミ松江モデル

平威1了年 平成１８年 平成１９年 平成Z０年 平成２１年

(H1フ)1年生介入回2枚
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(H1g)1年生介』しZF1柏 ★◎★ ★。★

(H20)1年生介入群1枚 蕊iiill蕊 ★｡★
(H21〕１年生介入■F1枚 灘蕊!｝
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今後の方向性
ロ円困囚八田

･生徒版の教育プログラムが中学生において
援助希求に関する態度,精神的不調時の援
助希求行動を改善する効果があることが示
唆された

・今後､普及モデルを全国へ導入する取り組
みが課題である
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